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　令和５年第４回定例会が12月６日（水）に開催され、人事案
件２件、条例改正６件、令和５年度各会計補正予算４件などが
提案され、慎重に審議した結果、それぞれ原案どおり決定した。 定 例 会

月12

議案番号 条　　　　例　　　　等 条例等の主な内容 審査の結果
議案

第１号 水上村固定資産評価審査委員会委員の選任同意
馬場地区
川
か わ は ら

原 勝
か つ ひ で

英氏を選任
同　意

（全員賛成）

議案
第２号 水上村固定資産評価審査委員会委員の選任同意

古屋敷地区
黒
く ろ ぎ

木 元
も と し

資氏を選任
同　意

（全員賛成）
議案

第３号
水上村議会議員の報酬及び費用弁償に関する条
例の一部を改正する条例の制定

議会議員の期末手当の支給割合及び
報酬月額を改正

可　決
（全員賛成）

議案
第４号

水上村長等の給与及び旅費に関する条例の一部
を改正する条例の制定

村長等の期末手当の支給割合及び給
料月額を改正

可　決
（全員賛成）

議案
第５号

水上村一般職の職員の給与に関する条例の一部
を改正する条例の制定

一般職の職員の期末・勤勉手当の支
給割合及び給料表を改正

可　決
（全員賛成）

議案
第６号

水上村会計年度任用職員の給与及び費用弁償に
関する条例の一部を改正する条例の制定

会計年度任用職員の期末手当の支給
割合及び給料表を改正

可　決
（全員賛成）

議案
第７号

水上村国民健康保険税条例の一部を改正する条
例の制定

国保加入者が出産された場合の産
前・産後期間に係る国保税の所得割
額及び均等割額を減免

可　決
（全員賛成）

議案
第８号

水上村特定教育・保育施設及び特定地域型保育
事業並びに特定子ども・子育て支援施設等の運
営に関する基準を定める条例の一部を改正する
条例の制定について

内閣府令（基準となる府令）の改正
にともなう条例の一部改正

可　決
（全員賛成）

議案
第９号 工事請負変更契約の締結 第２期市房山キャンプ場大規模改修

土木工事に係る変更契約を締結
可　決

（全員賛成）
議案

第10号 工事請負変更契約の締結 水上村小中一貫教育校増改築工事の
変更契約を締結

可　決
（全員賛成）

議案
第11号 工事請負変更契約の締結 村道古屋敷柳平線道路災害復旧工事

（関連）の変更契約を締結
可　決

（全員賛成）
議案

第12号 工事請負変更契約の締結 祓川河川災害復旧工事の変更契約を
締結

可　決
（全員賛成）

議案
第13号 工事請負変更契約の締結 土用木場川河川災害復旧工事の変更

契約を締結
可　決

（全員賛成）
議案

第14号 工事請負変更契約の締結 美尾谷川河川災害復旧工事の変更契
約を締結

可　決
（全員賛成）

議案
第15号 工事請負変更契約の締結 水上村簡易水道施設遠隔監視システ

ム装置改修工事の変更契約を締結
可　決

（全員賛成）
議案

第16号 村道の認定 宮原神揚線を村道に認定 可　決
（全員賛成）

水上村選挙管理委員会委員及び補充員の選挙 委員４名及び補充員４名が当選 （下
記のとおり） 当　選

継続審査申出書 可　決
（全員賛成）

○選挙管理委員会委員
　当選人　岡

おかもと

本 孝
たかのり

教氏（古屋敷地区）　
　当選人　杉

す ぎ の

野 孝
た か し

司氏（馬場地区）
　当選人　那

な す

須 利
としひろ

広氏（宮田地区）
　当選人　藤

ふじもと

本 文
ふ み お

男氏（上楠地区）

○条例などの審議結果（補正予算を除く）

○選挙管理委員会補充員
　当選人　山

やまなか

中 泰
やすひさ

久氏（古屋敷地区）
　当選人　服

はっとり

部 真
し ん じ

二氏（湯山覚井地区）
　当選人　森

もりさき

崎 美
み の る

之留氏（岩野覚井地区）　
　当選人　北

きたむら

村 一
か ず お

夫氏（北目地区）
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歳入歳出予算の総額に8億1,350万円を追加
　歳入歳出予算の総額に8億1,350万円を追加し、総額を66億6,800万円とするもの。価格高
騰緊急支援給付金事業2,648万円、スポーツ環境整備事業費6億7,989万5千円、水上村お得～
ぽん事業補助金500万円、市房山キャンプ場大規模改修工事（単独分）4,000万円、スクール
バス車庫用地整備工事300万円、令和５年災林道幸野線災害復旧工事5,500万円などが追加
計上された。

令和５年度水上村一般会計補正予算
（第６号）

高城公園東側に陸上競技場を建設
造成工事費６億５千万円を予算化

　スポーツ環境整備事業は、用地買収と実
施設計業務が進められており、今定例会に
おいて、第１期工事（造成工事）に必要と
なる 6 億 5 千万円が予算化された。また、
駐車場の確保も必要であり、用地を追加購
入するための公有財産購入費として予算額
514 万 5 千円を追加。財源については造成
工事費及び用地購入費の２分の１を地方債

（過疎債）で賄い、残りの２分の１にはそれ
ぞれふるさと応援基金を活用する。
　今後は令和６年度に第２期工事、令和７
年度に第３期工事が計画されており、主な

整備内容は 400 ｍ全天候トラック（８レーン）、人工芝フィールド（サッカー場）、ナイター
照明、クラブハウス、駐車場などとなっている。
　地方創生関連拠点のメインを担う競技場として、近年最大のプロジェクトが本格的に動
き出している。

建設予定地を調査する議会議員

国民健康保険特別会計（事業勘定）
　歳入歳出予算の総額に125万4千円を追加
し、総額を3億1,262万7千円とするもの。

令和５年度水上村国民健康保険
特別会計（事業勘定）補正予算（第２号）

介護保険特別会計
　歳入歳出予算の総額に110万3千円を追
加し、総額を4億3,267万6千円とするもの。

令和５年度水上村介護保険
特別会計補正予算（第２号）

いずれも審議の結果、原案のとおり承認・可決した。

農業集落排水事業特別会計
　歳入歳出予算の総額に130万円を追加し、総額を7,463万9千円とするもの。

令和５年度水上村農業集落排水事業
特別会計補正予算（第３号）
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Q.子育て世代の保護者が安心して働けるためには？
A. 今後も安心・安全な子ども達の居場所づくりに務める

働
く
子
育
て
世
代
の
保
護
者

が
１
番
気
に
な
る
、
新
年
度

の
わ
ん
ぱ
く
キ
ッ
ズ
塾
の
予
定
は
？

教
育
課
長

　

前
年
度
に
、
該
当
家
庭
に
放
課

後
の
過
ご
し
方
に
つ
い
て
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
結
果
、
わ
ん

ぱ
く
キ
ッ
ズ
塾
利
用
希
望
が
８
割

も
あ
り
、
今
年
度
も
岩
野
公
民
館

に
て
実
施
中
。
文
部
科
学
省
管
轄

の
「
子
ど
も
達
を
見
守
る
事
業
」

と
し
て
20
年
間
定
着
し
、
本
年
度

は
36
名
の
申
込
み
が
あ
っ
た
。
新

年
度
に
お
い
て
も
、
再
度
、
該
当

世
帯
へ
意
見
等
を
聞
き
取
る
予
定

で
あ
る
が
、
場
所
に
つ
い
て
は
熟

考
中
。
関
係
各
所
と
協
議
し
、安
心
・

安
全
な
子
ど
も
達
の
放
課
後
の
居

場
所
づ
く
り
に
務
め
た
い
。

わ
ん
ぱ
く
キ
ッ
ズ
塾
対
象

外
の
児
童
（
４
〜
６
年
生
）

は
昨
年
度
ま
で
は
、
公
民
館
図
書

館
等
で
過
ご
せ
て
い
た
が
、
今
年

度
当
初
か
ら
利
用
で
き
な
く
な
り

困
っ
た
家
庭
も
あ
る
と
聞
い
た
。

そ
の
理
由
は
？

西
野
教
育
長

　

放
課
後
に
お
け
る
学
校
の
指
導

は
、

①
下
校
時
、
保
護
者
に
断
り
な
く

公
民
館
に
立
ち
寄
ら
な
い
（
帰

宅
が
遅
く
な
り
心
配
す
る
為
）

②
保
護
者
の
迎
え
を
待
つ
場
合
は
、

学
校
内
で
待
つ
こ
と
、
と
確
認

し
た
。

　

ま
た
、
公
民
館
利
用
に
つ
い
て

は
特
に
制
限
し
て
い
な
い
。
今
ま

で
同
様
、
図
書
館
を
利
用
し
て
欲

し
い
。

　

前
期
課
程
図
書
館
は
後
期
課
程
の
現
職
員

室
を
改
修
し
、
前
期
課
程
蔵
書
を
中
心
に
配

置
予
定
。
今
後
は
さ
ら
に
本
に
親
し
み
や
す

い
環
境
を
つ
く
り
た
い
。

水
上
学
園
と
し
て
、
特
色
あ
る
取
り

組
み
と
す
る
３
つ
の
柱
を
立
て
、
教

育
活
動
を
展
開
さ
れ
て
い
る
が
、今
後
児
童
・

生
徒
に
９
年
間
を
通
し
て
習
得
さ
せ
た
い
こ

と
は
何
か
？

西
野
教
育
長

　
「
水
上
で
生
ま
れ
て
良
か
っ
た
、
学
ん
で

良
か
っ
た
」と
思
っ
て
も
ら
う
願
い
の
も
と
、

３
本
の
柱
を
た
て
教
育
を
展
開

①
英
語
教
育
の
充
実
…
全
学
年
に
英
会
話

科
・
３
年
生
以
上
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
講

師
と
オ
ン
ラ
イ
ン
レ
ッ
ス
ン

②
郷
土
教
育
の
充
実
…
各
学
年
で
行
う
ふ

る
さ
と
学
習
を
『
み
ず
か
み
学
』
と
し
、

村
の
良
さ
を
学
ぶ

③
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
充
実
…
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
授

業
で
使
用
し
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
能
力
の
伸
長

を
目
指
す

　

ま
だ
開
校
９
ヶ
月
で
あ
り
、
成
果
・
課
題

は
今
後
洗
い
出
し
、
一
層
の
教
育
効
果
を
あ

げ
て
い
き
た
い
。

新
学
習
要
領
で
は
主
体
的
、
対
話
的

で
深
い
学
び
の
実
現
に
学
校
図
書
館

の
活
用
が
期
待
さ
れ
る
と
示
さ
れ
て
い
る

が
、
後
期
課
程
図
書
館
に
お
い
て
は
、
暗
い
・

夏
は
暑
く
、
冬
は

寒
い
等
の
生
徒
の

声
を
聞
い
た
。

　

新
年
度
に
お
け

る
司
書
教
諭
の
配

置
及
び
図
書
館
の

場
所
や
環
境
整
備

は
？

教
育
課
長

　

次
年
度
、
水
上
学
園
は
13
学
級
と
な
る
た

め
司
書
教
諭
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
、
設

置
に
お
い
て
は
県
人
事
よ
り
配
置
さ
れ
る
。

৻
⥸
⾰
໧

Q.『義務教育学校』が
　 目指すものは
A. 水上っ子の学びの充実と
　 環境の保全

村の現状！今後の見通しは !!

問

問問

問 答

答

答

答

小川　恵 議員

わんぱくキッズ塾の様子

後期課程図書館
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荒嶽　晋 議員

最
近
Ｔ
Ｖ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
で
帯
状
疱
疹
ワ

ク
チ
ン
に
つ
い
て
の
Ｐ
Ｒ
が
盛
ん
に
な
っ

て
い
る
。
水
頭
症
（
み
ず
ぼ
う
そ
う
）
の
菌
が
原

因
の
皮
膚
病
で
あ
り
、日
本
人
の
９
割
が
保
有
し
、

そ
の
う
ち
３
割
が
発
症
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

今
年
度
か
ら
始
め
た
ワ
ク
チ
ン
補
助
で
あ
る
が
、

接
種
者
数
及
び
接
種
率
は
。

保
健
福
祉
課
長

　

令
和
２
年
に
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
が
50
歳
以
上
に

承
認
さ
れ
、
そ
れ
を
も
と
に
今
年
度
か
ら
補
助
を

実
施
し
た
。
今
年
度
生
ワ
ク
チ
ン
が
２
名
、
不
活

化
ワ
ク
チ
ン
９
名
の
計
11
名
が
接
種
補
助
を
利
用

さ
れ
て
い
る
。
接
種
率
は
０
．８
６
％
で
あ
る
。

帯
状
疱
疹
の
怖
さ
を
ご
存
じ
な
い
方
が
多

く
お
ら
れ
る
の
か
な
と
考
え
る
。
後
遺
症

と
し
て
神
経
痛
、難
聴
、失
明
な
ど
あ
る
よ
う
だ
。

あ
ら
ゆ
る
場
面
で
の
周
知
活
動
を
お
願
い
し
た

い
と
思
う
が
、
補
助
の
継
続
は
。

保
健
福
祉
課
長

帯
状
疱
疹
は
50
歳
か
ら
発
症
の
可
能
性
が
高

く
な
り
、
80
歳
ま
で
に
３
人
に
１
人
は
発
症
す

る
と
言
わ
れ
て
い
る
病
気
で
あ
る
。
生
ワ
ク
チ

ン
で
５
年
、
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
で
10
年
の
効
果

が
あ
る
。
高
齢
者
が
罹
患
す
る
と
重
篤
化
す
る

場
合
も
あ
る
。
現
在
の
要
綱
で
は
、
一
人
２
回

や
１
回
と
回
数
を
制
限
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を

検
討
し
、
し
っ
か
り
広

報
し
な
が
ら
ワ
ク
チ
ン

接
種
率
を
上
げ
て
い
き
、

今
後
も
補
助
を
継
続
し

て
い
き
た
い
。

過
去
３
年
間
の
譲
与
税
額
、
使
用

金
額
、
基
金
の
実
態
は
。

産
業
振
興
課
長

　

譲
与
税
の
額
は
、
過
去
３
年
間
で

合
計
1
億
２
，６
６
１
万
7
千
円
、
支

出
合
計
が
４
，２
９
７
万
２
，５
９
６

円
。
過
去
３
ヶ
年
の
基
金
残
高
は
９
，

７
１
６
万
６
，８
７
３
円
。

環
境
譲
与
税
が
始
ま
っ
て
か
ら
、

令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害
が
発
生

し
、
林
道
も
寸
断
さ
れ
、
思
う
よ
う
に

譲
与
税
の
活
用
が
で
き
な
か
っ
た
の
は

十
分
理
解
し
て
い
る
。
以
前
に
山
、
川

を
守
る
た
め
に
架
線
集
材
の
質
問
を
し

た
が
、
今
回
の
事
業
費
に
お
い
て
、
間

伐
に
譲
与
税
か
ら
補
助
金
が
支
出
さ
れ

て
お
り
、
架
線
集
材
で
の
間
伐
及
び
全

伐
に
も
譲
与
税
の
利
用
は
可
能
と
思
う

が
。

産
業
振
興
課
長

現
在
は
、
架
線
集
材
に
つ
い
て
補
助
は

行
っ
て
い
な
い
が
、
今
後
補
助
対
応
は
可

能
と
考
え
る
。
た
だ
、
全
伐
は
国
の
通
達

で
利
用
で
き
な
い
。

令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害
後
、
林

道
、
河
川
は
ズ
タ
ズ
タ
に
な
り
、

ダ
ム
の
流
木
、
堆
砂
土
な
ど
を
多
大
な

税
を
使
い
撤
去
し
た
と
こ
ろ
に
大
雨
、

台
風
で
元
の
木
阿
弥
で
あ
る
。
村
長
は

現
在
球
磨
郡
の
町
村
会
長
を
務
め
ら
れ

て
い
る
。
川
沿
い
、
谷
沿
い
に
限
っ
て

架
線
集
材
に
よ
る
全
伐
に
譲
与
税
が
使

え
る
よ
う
、
ぜ
ひ
と
も
郡
市
一
丸
と
な
っ

て
国
に
要
望
し
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

中
嶽
村
長

全
伐
は
経
済
活
動
だ
か
ら
譲
与
税
活

用
の
対
象
外
と
い
う
の
が
国
の
考
え
。
た

だ
、
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
河
川
に
木
が
流

れ
込
み
、
氾
濫
す
る
の
を
防
ぐ
目
的
で
あ

る
な
ら
検
討
の
余
地
は
あ
る
。
い
き
な
り

法
律
を
変
え
る
の
は
厳
し
い
が
、
譲
与
税

の
運
用
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
を
県
の
担

当
者
と
話
し
合
っ
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

・
閉
校
後
の
小
学
校
利
活
用
に
つ
い
て

Q. 帯状疱疹予防ワクチン
　 接種費補助の今後は　

Ｑ
．
森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用
に
つ
い
て

A. 今後も補助を
　 継続していきたい

Ａ
．
譲
与
税
の
運
用
の
幅
を

　
　

広
げ
ら
れ
な
い
か
協
議
す
る

問

問問

問 答

答答

答

問答
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議員報酬12年ぶりに改定
今後は「原価方式」も視野に
○議案第３号　水上村議会議員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正

する条例の制定
　11月20日（月）、特別職報酬等審議会から、議員の報酬について答申があった。これま
では、行政改革のもと、平成15年１月から現在に至るまで、実に20年以上（改定４回）議
員報酬を下げ続けてきたが、最後に改定された平成24年1月からは12年間据え置きとなっ
ていた。このことについて、県内町村議会議員の平均額まで引き上げるべきではないかと
報酬額を示した答申があった。
　特別職報酬等審議会は、村長の諮問に応じ、特別職の報酬等の額について審議するため
に設置されており、「議会の議員の報酬の額並びに村長、副村長及び教育長の給料の額に
関する条例を議会に提出しようとするときは、あらかじめ、当該報酬等の額について審議
会の意見を聴くものとする」と規定されている。審議会は委員６人で組織されており、村
内の公共的団体等の代表者を中心に構成されている。
　議員報酬については、これまでも議員定数の問題と並行して協議を重ねてきたが、今回
の答申を受け、11月30日（木）の全員協議会で改めて協議し、今定例会本会議で議員報酬
を増額する条例改正案を可決した。
　国の「第 32 次地方制度調査会」による答申では、「議員報酬については、主として小
規模市町村において、それだけでは生計を維持できないほどの低水準であり、そのことが
なり手不足の要因である」との議論がある。また、人口減少社会、昨今の物価高騰、議員
定数の削減による議員の活動量及び活動範囲の変化などを考えると、新たななり手も困難
な時代に入っている現実があり、住民自治の危機にもつながりかねない。
　村民の皆様からは賛否両論あると考えるが、議員報酬の今後は、議員の活動量に比例し
た報酬額、いわゆる「原価方式」も視野に入れ、村民の皆様が納得できる水準、若手の議
員が子育てをしながら生計を維持していける水準、多様な層からの立候補が期待できる条
件などを含め、改めて協議していく必要がある。

〇改定後の報酬月額（改定前）
　　議　長　　308,000 円（295,100 円）
　　副議長　　254,000 円（243,300 円）
　　議　員　　232,000 円（221,400 円）

臨 時 会回第 ６
　令和５年第６回臨時会が10月19日（木）に開催され、慎重に審議した結果、原案どおり決定
した。

○令和５年度水上村一般会計補正予算（第５号）
　歳入歳出予算の総額に 130 万円を追加し、総額を 58 億 5,450 万円とするもの。水上村社会
福祉協議会への補助金 130 万円が追加計上された。



�� ઎๺㧠ᐕ㧜᦬   no.625ᐢႎ

森林による山村地域の活性化を推進
熊本城ホールで九州大会

公共を担う人材不足に危機感
議員のなり手不足と議員報酬を考える

　10月31日（火）、令和５年度「森林・林業・林産業活性化九州大会」が熊本城ホールで開
催され、本村議会から３名が参加した。
　当日は、林業を担う山村地域の活性化に向けた取り組みを一層強化するため、「森林の
有する多面的機能の持続的な発揮」、「カーボンニュートラル実現のための再造林」、「間伐
等の森林整備関連予算の確保」などの大会決議が採択された。
　事例発表では、間伐材の繊維を原料とする「木

もくいと

糸」を使った衣類やスニーカーなどの生活
製品を、原材料調達、製品化、販売に至るまですべて自社で行い、輸入に頼らない、環境
に配慮した循環生活を提案するという興味深い発表であった。
○基調講演
　「森林と都市を結ぶデザイン、そして未来～杉を取り囲むシステムを結びつける」
　　武蔵野美術大学造形構想学部クリエイティブイノベーション学科　
　　　教授　若

わかすぎ

杉 浩
こういち

一 氏
○事例発表
　「『木

もくいと

糸』による挑戦　～地域資源を活用し、環境負荷の提言を実現する」
　　株式会社サーキュライフ　代表取締役　川

かわはら

原 剛
つよし

氏

水上村森林・林業・林産業活性化議員連盟　　　　　　　　　
会長　杉野 貴文　副会長　杉野 久志　事務局長　成尾 和英

　11月10日（金）、上球磨４町村の議会議員が一堂に
会し、上球磨町村議会議員研修会が開催された。
　日本では深刻な人口減少社会に突入し、特に地方圏
の公共を担う人材不足が急速に進んでいる。このよう
な現状に対して、上球磨管内の議会ではどのような対
策を講じていくべきか。議員のなり手不足と議員報酬
についての関係、議会運営上の工夫、立候補しやすい
環境の整備など、複数の視点から解決の糸口を探るた
めの研修となった。

○講演
　「議員のなり手不足と議員報酬」　新潟県立大学　准教授　田

た ぐ ち

口 一
かずひろ

博 氏

会場となった熊本城ホール内の様子

あさぎり町せきれい館で開催された研修会
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議会広報に創意工夫を
「伝える」と「伝わる」は別

　11月９日（木）、熊本県町村議会議長会による「令和５年度町村議会広報研修会」が熊本
県市町村自治会館で開催され、本村議会から４名が参加した。
　当日発表された５町村議会の苦労と創意工夫がうかがえ、本村の議会だよりに活かすた
めにはどうすべきか。住民の皆様に、より読んでいただける広報、議会議員の活動をもっ
と知っていただくために、創意工夫を重ねていきたい。
○基調講演
　「少しは化けましたか！　～創意、熱意の取り組みに学ぶ～」
　　議会広報ファシリテーター・熊本大学客員教授　越

こ え じ

地 真
しんいちろう

一郎 氏　
広報特別委員会　　　　　　　　　　　　　　

委員長　荒嶽　晋　　副委員長　山崎　隆浩
委　員　小川　恵　　委　　員　杉野　貴文

研修に聞き入る広報委員

県境をまたぐ医療・消防
椎葉村議会、西米良村議会と意見交換

　11月20日（月）、椎葉村議会・西米
良村議会と上球磨正副議長会との交
流会が多良木町役場で開催され、本
村議会からは議長、副議長が出席し
た。椎葉村と西米良村は、県境をま
たいだ宮崎県の自治体ではあるが、
上球磨地域と生活圏域が一部重なる
自治体でもある。特に医療において
は球磨郡公立多良木病院による患者
受け入れ、消防については上球磨消
防組合が救急出動することもある。

　当日は、球磨郡公立多良木病院から髙森企業長、上球磨消防組合から高畠消防長も出席
し、医療と消防について近況をそれぞれ報告し、共通する課題について議論した。医療に
おいては医師不足に伴う診療科の維持、消防においては消防機能の広域化など課題が山積
している。

議長　那須　良策　　副議長　山崎　隆浩

共通課題を議論する正副議長
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　12月18日（月）から19日（火）にかけて、水上村、湯前町、上球磨森林組合で構成する「上
球磨地区林業振興推進協議会」が主催する視察研修行われ、執行部から中嶽村長と産業振
興課職員、本村議会から議長と産業厚生常任委員長が参加した。
　初日は、森林環境譲与税の取組実績を豊富に持つ大分県佐伯市役所を訪れ、未整備森林
の解消に向けた間伐、作業道・林道整備への補助、木造公共建築物の整備、林業見学会な
どの譲与税を活用した事業内容について説明を受けた。
　翌日、支所と中央公民館の機能に加え、各種団体の事務所が一元化されている「安

あ じ む

心院
地域複合支所」を視察。「いつも賑わう“みんなの家”」をコンセプトに、市有林をふんだん
に活用した木の温もりを感じる交流拠点となっている。
　本村においても、私有林人工林面積が広く、毎年度5,000万円を超える譲与税が国から
交付されているため、今後の利活用に向けての検討が急務となっている。

議長　那須　良策　　産業厚生常任委員長　杉野　久志

編
集
後
記

　

ま
ず
は
、
元
日
の
穏
や
か
な
時
の
流
れ
を
一
変

さ
せ
た
能
登
半
島
地
震
の
発
災
に
よ
り
、
尊
い
命

を
失
わ
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
祈
り
、
負
傷
、
被

災
さ
れ
ま
し
た
方
々
に
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
早

期
の
復
旧
、
復
興
が
進
み
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
、
Ｗ
Ｂ
Ｃ
14
年
ぶ
り
の
優
勝
奪

還
に
始
ま
り
、
慶
応
高
校
が
１
０
７
年
ぶ
り
、
阪

神
タ
イ
ガ
ー
ス
が
38
年
ぶ
り
に
優
勝
し
野
球
に
沸

い
た
年
で
し
た
。

　

さ
ら
に
、
２
回
連
続
の
満
場
一
致
で
Ｍ
Ｖ
Ｐ
獲

得
の
大
谷
翔
平
選
手
と
３
年
連
続
沢
村
賞
受
賞
の

山
本
由
伸
投
手
の
ド
ジ
ャ
ー
ス
入
団
が
実
現
し
、

今
季
の
活
躍
に
も
目
が
離
せ
ま
せ
ん
。
サ
ム
ラ
イ

が
「
助
っ
人
」
を
務
め
る
時
代
に
な
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。

　

今
年
は
、
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
の
年
で
あ

り
、
世
界
の
大
舞

台
で
の
日
本
人
選

手
の
躍
動
に
期
待

す
る
と
と
も
に
、

皆
様
に
と
り
ま
し

て
、
辰
年
に
ち
な

み
天
翔
け
る
龍
の

ご
と
く
飛
躍
の
年

と
な
り
ま
す
よ
う

願
っ
て
お
り
ま
す
。

広
報
特
別
委
員
会　
　
　
　

　

委
員
長　

荒
嶽　

晋

　

副
委
員
長　

山
崎
隆
浩

　

委　
　

員　

小
川　

恵

杉
野
貴
文

杉
野　

貴
文

議会を傍聴してみませんか
次回の議会定例会は３月です（手続は住所・氏名を書くだけです）

詳しくは議会事務局☎44-0319まで

未整備私有林の解消急務
大分県佐伯市を視察

木の香る複合施設内ギャラリー 佐伯市役所での事業内容説明の様子

里宮神社「御縁乃竜」


